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一
　
は
じ
め
に

　
地
方
自
治
制
度
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
明
治
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
き
た
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
制
定
後
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
は
憲
法
第
八
章
で
四
か
条
を
設
け
て
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
抽
象
的
な
規
定
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
実
態
は
憲
法
附
属
法
た
る
地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
方
自
治
法
は
法
制
定
後
幾
度
と
な
く
改
正
さ
れ
、
幾
度
か
の
大
改
正
を
経
て
今
日
の
地
方
自
治
法
が
形
作
ら
れ
て
き
た
。
現
在
、

地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
は
、
憲
法
上
の
規
定
と
し
て
は
日
本
国
憲
法
に

お
い
て
初
め
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
制
定
前
の
地
方
自
治
制
度
は
、
憲
法
上
何
ら
規
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
法
律
上

の
規
定
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
に
お
い
て
は
地
方
自
治
に
関
す
る
事
項
は
、
必
要
的
憲
法
事
項
の
座
を
占
め
る
も

の
と
も
い
わ
れ
て
お
り
（
（
（

、
地
方
自
治
は
憲
法
上
の
規
定
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
重
要
事
項
と
も
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
法
律
上
の
地
方

自
治
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
日
本
国
憲
法
制
定
以
前
か
ら
の
地
方
自
治
制
度
と
日
本
国
憲
法
の
下
で
の
地
方
自
治
制
度
を
比
較
し
、

わ
が
国
に
お
け
る
憲
法
上
の
地
方
自
治
の
保
障
に
関
す
る
研
究
の
一
端
と
し
て
整
理
し
た
い
。

二
　
地
方
自
治
制
度
の
沿
革

　
日
本
国
憲
法
九
二
条
に
は
「
地
方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
い
て
、
法
律
で
こ
れ

を
定
め
る
。」
と
し
て
地
方
自
治
に
関
す
る
総
則
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
憲
法
は
九
二
条
か
ら
九
五
条
ま
で
の
四
カ
条
に
お
い
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て
第
八
章
地
方
自
治
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
従
前
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
方
自
治
の
規
定
が
、
日
本
国

憲
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
地
方
自
治
に
と
っ
て
の
大
き
な
変
革
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
地
方
自
治
に
関
し
て
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
の
は
日
本
国
憲
法
制
定
後
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
制
定
以
前
は

憲
法
上
に
地
方
自
治
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
江
戸
、
京
都
、
大
坂
（
（
（

は
德
川
氏
を
中
心
と
す
る
幕
府
の

支
配
、
他
の
地
域
に
お
け
る
大
名
の
支
配
が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
幕
府
が
大
名
家
を
支
配
す
る
体
制
（
（
（

を
敷
き
、
江
戸
、
京
都
、
大
坂

は
直
轄
領
（
直
轄
自
治
体
と
で
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
）、
そ
れ
以
外
は
幕
府
に
よ
る
間
接
支
配
―
現
在
の
地
方
公
共
団
体
と
も
い

え
る
存
在
か
―
と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
地
方
と
も
い
え
る
地
域
、
す
な
わ
ち
大
名
が
支
配
し
て

い
る
地
域
（
藩
）
で
は
、
現
在
の
地
方
公
共
団
体
と
比
べ
て
も
自
治
権
が
広
範
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
藩
は
幕
府
に

よ
る
支
配
制
限
（
（
（

が
あ
る
一
方
で
、
原
則
的
に
、
内
政
に
つ
い
て
は
自
ら
の
判
断
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
さ
れ
る
（
（
（

。
明
治
時
代
の

廃
藩
置
県
を
経
て
、
日
本
全
土
に
中
央
集
権
的
地
方
自
治
制
度
が
敷
か
れ
、
現
在
の
地
方
自
治
制
度
の
前
身
と
し
て
の
府
県
や
市
区
町

村
の
設
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
（
（
（

、
明
治
二
十
二
年
（
（
（

に
公
布
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
地
方
自
治
に
つ
い
て
の
規
定
は

設
け
ら
れ
な
か
っ
た
（
（
（

。
明
治
時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
確
立
は
、
行
政
事
務
遂
行
の
た
め
の
地
方
の
組
織
化
と
い
う
中
央
集
権

的
な
地
方
自
治
制
度
の
整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
（
（1
（

、
そ
の
よ
う
な
中
央
集
権
的
地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
法
整
備
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方

の
自
治
権
の
保
障
に
つ
い
て
は
今
日
の
地
方
自
治
制
度
の
よ
う
に
、
広
く
地
方
に
自
治
権
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
（
（1
（

。
つ
ま
り
、
明
治
時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
は
、
憲
法
の
保
障
の
下
に
存
在
す
る
国
の
構
造
（con

stitution

）
の
一
端

と
し
て
の
地
方
自
治
制
度
で
は
な
く
、
国
の
下
部
組
織
と
し
て
立
法
政
策
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
行
政
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
（1
（

。

　
大
日
本
帝
国
憲
法
に
地
方
自
治
条
項
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
日
本
帝
国
憲
法
起
草
過
程
に
お
い
て
は
地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
規
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定
も
検
討
さ
れ
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
の
規
定
は
削
除
さ
れ
大
日
本
帝
国
憲
法
が
成
立
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
地
方
自
治
を
憲
法

事
項
と
捉
え
る
感
覚
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
、
町
村
に
自
治
を
認
め
る
こ
と
に
は
関
係
者
の
間
で
異
論
が
無
か
っ
た
が
、
府
県
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
見
の
不
一
致
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
そ
の
よ
う
に
、
憲
法
で
は
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
地
方

自
治
制
度
の
整
備
は
大
日
本
帝
国
憲
法
が
成
立
し
た
明
治
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。

三
　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の
変
遷
に
伴
う
地
方
自
治
制
度
の
確
立

　
幕
藩
体
制
の
完
全
な
崩
壊
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
の
時
代
、
つ
ま
り
江
戸
時
代

末
期
か
ら
明
治
時
代
の
地
方
自
治
制
度
が
で
き
る
ま
で
の
間
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
、
慶

応
三
年
太
政
官
布
告
第
一
号
に
よ
り
大
政
奉
還
が
成
さ
れ
、
次
い
で
慶
応
三
年
十
二
月
九
日
、
慶
応
三
年
太
政
官
布
告
第
一
三
号
に
よ

り
大
政
復
古
の
大
号
令
が
成
さ
れ
、
德
川
氏
に
よ
る
幕
府
の
支
配
が
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
明
治
元
年
四
月
二
十
一
日
に
明
治
元

年
太
政
官
布
告
第
三
三
一
号
（
政
骵
書
（
（1
（

）
が
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
府
藩
県
の
三
つ
の
統
治
機
関
の
設
置
（
（1
（

が
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
後
、
明
治
二
年
に
版
籍
奉
還
（
（1
（

が
行
わ
れ
、
こ
の
と
き
か
ら
、
藩
は
行
政
区
画
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
府
藩
県
三

治
制
（
（1
（

の
時
代
と
な
る
。

　
こ
の
府
藩
県
三
治
制
は
制
度
と
し
て
は
長
く
続
か
ず
、
幕
藩
体
制
の
完
全
な
崩
壊
と
も
い
え
る
廃
藩
置
県
に
よ
り
幕
を
引
き
、
わ
が

国
の
地
方
自
治
制
度
は
大
き
な
変
革
を
迎
え
る
。
廃
藩
置
県
は
、
明
治
四
年
七
月
十
四
日
、
詔
書
と
し
て
明
治
四
年
太
政
官
布
告
第
三

五
〇
号
に
お
い
て
「
朕
惟
フ
ニ
更
始
ノ
時
ニ
際
シ
内
以
テ
億
兆
ヲ
保
安
シ
外
以
テ
万
国
ト
対
峙
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
宜
ク
名
実
相
副
ヒ
政
令

一
ニ
帰
セ
シ
ム
ヘ
シ
朕
曩
ニ
諸
藩
版
籍
奉
還
ノ
議
ヲ
聴
納
シ
新
ニ
知
藩
事
ヲ
命
シ
各
其
職
ヲ
奉
セ
シ
ム
然
ル
ニ
数
百
年
因
襲
ノ
久
キ
或
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ハ
其
名
ア
リ
テ
其
実
挙
ラ
サ
ル
者
ア
リ
何
ヲ
以
テ
億
兆
ヲ
保
安
シ
万
国
ト
対
峙
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
朕
深
ク
之
ヲ
慨
ス
仍
テ
今
更
ニ
藩
ヲ
廃

シ
県
ト
為
ス
是
務
テ
冗
ヲ
去
リ
簡
ニ
就
キ
有
名
無
実
ノ
弊
ヲ
除
キ
政
令
多
岐
ノ
憂
無
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
汝
群
臣
其
レ
朕
カ
意
ヲ
体
セ
ヨ
」

と
発
せ
ら
れ
た
後
、
同
日
、
明
治
四
年
太
政
官
布
告
第
三
五
三
号
に
お
い
て
「
藩
ヲ
廃
シ
県
ヲ
被
置
候
事
」
と
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
三
府
三
〇
二
県
体
制
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
府
県
は
明
治
四
年
十
一
月
に
は
第
一
次
府
県
統
合
の
結
果
、
三
府
七
十
二

県
に
ま
で
整
備
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
か
つ
て
の
府
藩
県
の
軍
事
力
は
兵
部
省
（
（1
（

と
し
て
国
に
統
一
さ
れ
、
裁
判
権
も
司
法
省
（
（1
（

管
轄
の
府
県

裁
判
所
へ
と
移
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
革
の
中
で
、
こ
の
時
期
の
地
方
公
共
団
体
（
（2
（

の
業
務
は
治
安
維
持
と
、
民
政
一
般
に
限
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
廃
藩
置
県
に
先
立
ち
、
明
治
四
年
四
月
四
日
に
「
戸
籍
法
」（
（2
（

（
明
治
四
年
太
政
官
布
告
第
一
七
〇
号
）
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
戸
籍
法

に
は
戸
籍
編
成
を
行
う
た
め
の
行
政
単
位
と
し
て
戸
籍
区
を
設
け
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
（
（2
（

、
戸
長
制
と
区
制
が
誕
生
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
廃
藩
置
県
後
に
は
行
政
機
関
と
行
政
区
画
と
し
て
の
区
戸
長
制
、
大
小
区
制
と
な
り
、
そ
の
下
に
町
役
人
、
村
役
人
が
置
か
れ

た
。

　
明
治
時
代
初
期
の
地
方
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、
地
方
行
政
に
関
す
る
法
整
備
も
進
む
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
一
年
七
月
二
十
二
日
、

郡
区
町
村
編
制
法
（
明
治
十
一
年
太
政
官
布
告
第
一
七
号
）、
府
県
会
規
則
（
明
治
十
一
年
太
政
官
布
告
第
一
八
号
）、
地
方
税
規
則

（
明
治
十
一
年
太
政
官
布
告
第
一
九
号
）
の
地
方
三
新
法
と
い
わ
れ
る
法
の
整
備
が
あ
っ
た
（
（2
（

。

　
郡
区
町
村
編
制
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
戸
籍
法
に
お
け
る
大
区
、
小
区
と
い
う
行
政
区
画
を
廃
し
、
府
県
の
下
に
郡
、
ま
た
は
区
を
置

き
（
（2
（

、
こ
の
郡
区
の
下
に
町
村
を
設
け
る
体
制
と
し
て
、
府
県
体
制
を
補
強
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
敷
か
れ
た
郡
区
町
村
の
体
制

は
、
府
県
と
同
様
に
国
の
地
方
行
政
区
画
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
る
一
方
で
、
住
民
自
治
の
単
位
と
も
さ
れ
、

行
政
区
画
と
し
て
の
郡
を
除
く
、
区
町
村
は
地
方
公
共
団
体
と
さ
れ
て
お
り
、
町
村
に
設
置
さ
れ
る
戸
長
は
原
則
公
選
と
さ
れ
た
。
府
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県
会
規
則
は
、
府
県
に
公
選
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
会
を
設
置
し
、
府
県
会
に
地
方
税
を
以
て
支
弁
す
る
経
費
の
予
算
、
徴
収
方
法
を

議
定
す
る
権
限
を
附
与
し
た
が
、
府
知
事
、
県
令
が
議
案
の
提
案
権
を
独
占
し
、
議
決
執
行
の
許
認
可
と
い
っ
た
多
く
の
権
限
を
持
ち
、

国
の
行
政
区
画
に
お
け
る
諮
問
機
関
に
近
い
役
割
と
し
て
府
県
会
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
地
方
税
規
則
は
そ
れ
ま
で
府
県

税
、
民
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
も
の
を
地
方
税
に
改
め
、
徴
収
方
法
や
支
弁
費
目
を
定
め
た
（
地
方
税
規
則
一
条
、
三
条
）。

　
そ
し
て
、
明
治
十
三
年
の
区
町
村
会
法
（
明
治
十
三
年
太
政
官
布
告
第
一
八
号
）
の
成
立
と
あ
わ
せ
て
、
区
、
町
、
村
が
地
方
公
共

団
体
と
し
て
設
置
さ
れ
、
公
選
の
議
員
に
よ
る
議
会
と
し
て
区
町
村
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（2
（

。

　
そ
の
後
、
明
治
二
十
一
年
の
市
制
・
町
村
制
（
明
治
二
十
一
年
法
律
第
一
号
＝
当
初
は
単
一
の
法
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
四
年
の

改
正
に
よ
り
市
制
と
町
村
制
に
分
離
）
の
制
定
に
よ
り
市
お
よ
び
町
村
は
公
共
の
事
務
に
つ
い
て
は
官
（
国
）
の
監
督
の
下
に
存
在
し
（
（2
（

、

市
お
よ
び
町
村
に
独
立
の
法
人
格
を
認
め
「
法
律
上
一
個
人
ト
均
シ
ク
権
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
」（
（2
（

と
規
定
さ
れ
た
（
（2
（

。
市
制
・
町
村
制
に

お
い
て
は
、
選
挙
に
よ
る
議
員
に
よ
っ
て
構
成
す
る
議
事
機
関
と
し
て
市
会
、
町
村
会
が
設
置
さ
れ
（
（2
（

、
執
行
機
関
と
し
て
市
に
は
市
長

お
よ
び
市
参
事
会
（
（3
（

、
町
村
に
は
町
村
長
が
置
か
れ
た
（
（3
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
市
制
・
町
村
制
の
下
で
は
、
住
民
を
「
公
民
」
と
「
住

民
」
に
分
類
し
（
（3
（

、
市
会
、
町
村
会
議
員
選
挙
の
選
挙
権
は
原
則
的
に
公
民
に
の
み
与
え
ら
れ
て
い
た
（
（3
（

。
市
の
執
行
機
関
で
あ
る
市
長
と

市
参
事
会
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
市
参
事
会
の
議
長
と
し
て
市
政
事
務
全
般
を
指
揮
監
督
し
（
（3
（

、
市
長
の
任
命
に
つ
い
て
は
内
務
大
臣
が

市
会
に
候
補
者
三
名
を
推
薦
さ
せ
、
上
奏
裁
可
を
求
め
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

（
た
だ
し
、
候
補
者
の
中
に
適
当
な
も
の
が
な
い
時

は
、
内
務
大
臣
が
国
の
吏
員
を
以
っ
て
市
長
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
（3
（

）。
町
村
の
執
行
機
関
で
あ
る
町
村
長
は
、
町
村
会
に
よ
る
選

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
（
（3
（

、
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

（
府
県
知
事
は
町
村
長
の
決
定
の
認
可
に
関
し
て
府
県

参
事
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
府
県
知
事
が
不
認
可
の
決
定
を
し
、
町
村
長
ま
た
は
町
村
会
が
不
服
の
時
は
内
務
大

臣
に
具
申
し
認
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（
（3
（

）。
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）

　
明
治
二
十
三
年
に
は
府
県
制
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
三
五
号
）、
郡
制
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
三
六
号
）
が
制
定
さ
れ
、
こ
こ

で
は
、
府
県
と
郡
は
、
府
県
知
事
、
郡
長
の
所
管
す
る
行
政
区
画
の
一
つ
で
あ
り
（
（4
（

、
同
時
に
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
区
域
と
さ
れ
、

そ
の
執
行
機
関
と
し
て
府
県
知
事
と
郡
長
が
置
か
れ
る
形
で
あ
っ
た
（
（4
（

。
府
県
は
、
そ
の
後
の
明
治
三
十
二
年
府
県
制
改
正
に
伴
い
、
市

町
村
同
様
に
明
文
で
も
っ
て
法
人
格
を
認
め
ら
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
府
県
の
行
政
は
官
吏
で
あ
る
知
事
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
議
会
の

議
決
事
項
は
法
律
に
列
挙
さ
れ
、
市
町
村
の
よ
う
な
条
例
制
定
権
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
（4
（

。
そ
し
て
郡
制
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
と
し
て
存
続
さ
せ
る
意
義
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
十
年
四
月
十
二
日
に
法
律
（
（4
（

に
よ
っ
て
廃
止
決
定
が
な
さ
れ
、
大
正
十
二

年
四
月
一
日
に
廃
止
が
実
施
さ
れ
た
。

四
　
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
と
地
方
自
治
条
項

　
前
述
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
初
期
に
は
地
方
に
関
す
る
法
整
備
が
成
さ
れ
、
こ
の
時
期
は
近
代
国
家
と
し
て
の
（
中
央
集
権
的
）
地

方
自
治
制
度
の
確
立
の
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
方
自
治
制
度
に
関
し
て
法
の
整
備
が
充
実
し
た
と
い
っ
て
も
、
現
代
の

地
方
自
治
制
度
の
よ
う
な
憲
法
的
保
障
の
無
か
っ
た
時
期
に
お
け
る
法
整
備
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
過
程
に
お

い
て
地
方
自
治
条
項
を
取
り
入
れ
る
考
え
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
た
め
、
以
下
に
お
い
て
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
と
地
方
自
治

条
項
の
取
り
入
れ
議
論
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　
江
戸
時
代
末
期
か
ら
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
ま
で
の
期
間
、
憲
法
に
依
ら
ず
地
方
自
治
は
発
展
し
て
き
た
が
、
こ
の
地
方
自
治

の
発
展
に
は
多
く
の
私
擬
憲
法
（
（4
（

（
憲
法
草
案
）
に
地
方
自
治
条
項
が
存
在
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う

な
私
擬
憲
法
の
中
で
最
も
初
期
の
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
（4
（

の
は
、
慶
応
三
年
六
月
に
坂
本
龍
馬
が
起
草
し
た
「
船
中
八
策
」（
（4
（

で
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あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
議
会
制
、
官
制
、
外
交
、
軍
事
と
い
っ
た
そ
の
後
の
政
府
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
六
年
七
月
に
木
戸
孝
允
は
「
憲
法
制
定
の
建
白
書
」（
（4
（

を
公
に
し
、
ま
た
大
久
保
利
通
が
明
治
六
年
十
一
月
に
「
立
憲

政
体
に
関
す
る
意
見
」（
（4
（

を
伊
藤
博
文
、
寺
島
宗
則
に
示
し
て
か
ら
十
六
年
近
く
の
歳
月
が
経
ち
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
明
治
二
十
二
年

二
月
十
一
日
に
発
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
地
方
自
治
に
関
し
て
私
擬
憲
法
の
中
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
は
、
植
木
枝
盛
の
「
日
本
国
々
憲
按
」
と
、
立
志
社
の
「
日
本
憲
法
見

込
案
」
で
あ
る
。「
日
本
国
々
憲
按
」
で
は
、
日
本
を
日
本
連
邦
と
し
、
連
邦
国
家
と
し
て
の
責
務
を
与
え
る
と
と
も
に
、
各
州
（
七

〇
の
旧
国
領
を
州
と
位
置
づ
け
る
）
に
お
い
て
は
、
憲
法
に
反
し
な
い
法
の
制
定
、
独
立
し
て
諸
外
国
と
の
条
約
締
結
や
常
備
兵
設
置

の
権
利
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
州
同
士
の
合
意
が
あ
れ
ば
合
併
を
含
む
州
の
変
革
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
と
し
て
い
る
。
植
木
枝
盛
が

地
方
民
会
の
設
立
、
自
由
民
権
運
動
の
開
始
に
よ
り
民
主
主
義
を
強
固
に
す
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

ア
メ
リ
カ
や
ス
イ
ス
の
連
邦
制
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　「
日
本
憲
法
見
込
案
」
で
は
、
地
方
政
権
の
あ
り
方
と
し
て
、
公
選
の
府
県
令
を
置
き
、
郡
区
町
村
に
お
い
て
も
公
選
の
吏
員
を
置

き
自
治
を
行
う
こ
と
、
公
選
に
よ
る
議
会
を
設
置
し
、
議
員
は
四
年
を
任
期
と
し
て
二
年
ご
と
に
半
数
ず
つ
改
選
を
行
う
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
た
。

　
前
記
の
も
の
を
は
じ
め
、
私
擬
憲
法
と
言
わ
れ
る
も
の
は
九
十
四
種
あ
る
と
さ
れ
る
が
（
（4
（

、
こ
れ
ら
が
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
に
あ
た

っ
て
政
府
側
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、「
政
骵
書
」
や
「
日
本
國
憲
按
」（
元
老
院
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
憲

法
草
案
）
へ
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
明
治
八
年
の
「
立
憲
政
骵
樹
立
の
詔
」
や
、
明
治
十
四
年
の
「
國
會
開
設
の
詔
書
」
へ
の

影
響
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
私
擬
憲
法
が
数
多
く
示
さ
れ
る
中
、
明
治
十
四
年
の
政
変
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
「
國
會
開
設
の
詔
書
」
に
よ
っ
て
、
政
府
は
明
治
二
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わ
が
国
に
お
け
る
地
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自
治
制
度
の
歴
史�

（
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法
五
十
六-

二
）

十
三
年
に
国
会
開
設
を
公
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
府
は
明
治
十
五
年
三
月
三
日
、
伊
藤
博
文
に
対
し
て
「
立
憲

政
体
調
査
に
つ
き
特
派
理
事
欧
州
派
遣
の
勅
書
」（
（5
（

の
勅
令
を
発
し
、
そ
の
後
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
憲
法
制
定
の
た
め
の
研
究
が
な
さ

れ
た
。
明
治
十
六
年
に
伊
藤
博
文
が
帰
国
後
、
内
閣
制
度
の
創
設
や
、
各
省
官
制
度
、
公
文
式
の
制
定
等
が
な
さ
れ
、
伊
藤
博
文
ら
（
（5
（

が

憲
法
起
草
の
作
業
に
入
る
の
は
明
治
十
九
年
十
一
月
頃
か
ら
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
起
草
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
最
初
の
草
案
は
明
治
二
十
年
三
月
に
井
上
毅
が
作
成
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
次
い
で
五
月
二
十
三
日
に
最
初
の
体
系
的
な
憲
法
草
案
（
甲
案
、
乙
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
案
を
基
に
四
名
の
起
草
者
が

検
討
作
業
を
行
い
明
治
二
十
年
八
月
に
「
夏
島
草
案
（
八
月
草
案
と
も
い
う
）」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
夏
島
草
案
の
な
か
で
は
、

第
六
章
「
行
政
」
の
な
か
に
、「
国
家
ノ
行
政
ハ
府
県
郡
ノ
区
画
ニ
基
キ
之
ヲ
施
行
ス
　
府
県
郡
ニ
於
テ
自
治
ノ
事
務
ハ
国
家
ノ
官
庁

ト
自
治
体
ノ
協
同
ヲ
以
テ
之
ヲ
施
行
ス
」（
（5
（

、「
府
県
郡
村
及
市
政
ノ
自
治
団
体
ニ
関
ス
ル
組
織
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」（
（5
（

、「
地
方
ノ
費

用
ニ
充
ル
租
税
ハ
法
律
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
各
地
方
ノ
議
会
ノ
議
ヲ
取
リ
之
ヲ
徴
収
ス
ヘ
シ
」（
（5
（

と
い
う
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
（
（5
（

。

　
そ
の
後
、
同
年
十
月
の
「
十
月
草
案
」
に
お
い
て
、「
行
政
ハ
府
県
郡
ノ
区
画
ニ
基
キ
之
ヲ
施
行
ス
　
地
方
ノ
自
治
ニ
関
ス
ル
組
織

ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
　
地
方
ノ
費
用
ニ
充
ル
諸
税
ハ
別
ニ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」（
（5
（

と
い
う
規
定
に
修
正
さ
れ
た
。
明
治
二
十
一

年
二
月
の
「
二
月
草
案
」
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
二
月
草
案
を
修
正
し
て
作
成
さ
れ

た
「
浄
寫
三
月
案
（
二
月
草
案
の
推
敲
お
よ
び
一
条
の
削
除
）」
に
「
①
衆
議
院
議
長
の
選
任
権
に
関
す
る
項
目
の
削
除
、
②
議
院
規

則
の
制
定
に
は
勅
裁
を
経
る
こ
と
の
追
加
」
の
二
点
の
修
正
が
加
え
ら
れ
、
明
治
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
に
憲
法
草
案
が
明
治
天
皇

に
捧
呈
さ
れ
た
。
枢
密
院
の
審
議
を
経
て
も
な
お
、
地
方
行
政
・
地
方
自
治
に
関
す
る
規
定
は
復
活
せ
ず
、
結
果
的
に
大
日
本
帝
国
憲

法
の
中
に
は
地
方
自
治
に
関
す
る
条
項
は
な
か
っ
た
た
め
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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憲
法
草
案
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
つ
い
て
地
方
行
政
・
地
方
自
治
の
規
定
が
削
除
、
存
在
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

を
憲
法
事
項
と
捉
え
る
感
覚
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
町
村
に
自
治
を
認
め
る
べ
き
と
い
う
基
本
的
態
度
は
関
係
者
中
に
異
論
は
な

か
っ
た
が
、
府
県
の
あ
り
方
に
つ
い
て
憲
法
起
草
者
ら
と
山
縣
有
朋
ら
と
の
間
に
意
見
の
不
一
致
が
存
在
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
中
に
地
方
自
治
に
関
す
る
条
項
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
大
日
本

帝
国
憲
法
一
〇
条
の
制
定
史
の
詳
細
な
研
究
に
基
づ
い
て
、
地
方
自
治
制
度
は
、
同
条
の
「
官
制
」
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、

そ
れ
を
大
権
命
令
に
よ
ら
ず
法
律
命
令
事
項
と
し
た
の
が
憲
法
制
定
者
ら
の
意
図
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
（5
（

。

五
　
明
治
地
方
自
治
制
度
の
確
立
か
ら
現
代
地
方
自
治
制
度
の
確
立

　
前
述
の
と
お
り
、
明
治
時
代
初
期
に
お
け
る
地
方
制
度
に
関
す
る
法
整
備
は
、
中
央
集
権
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
時
代
後
期
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
の
地
方
自
治
制
度
の
改
革
は
、
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
自
治
拡
充
の
方
向
の

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
大
正
十
五
年
の
衆
議
院
の
選
挙
に
お
け
る
普
通
選
挙
制
の
採
用
に
伴
っ
て
、
市
町
村
お

よ
び
府
県
の
選
挙
に
お
い
て
も
選
挙
権
の
制
限
が
廃
さ
れ
、
ま
た
、
各
種
の
許
可
、
認
可
の
事
項
が
整
理
さ
れ
、
自
治
権
の
拡
充
が
図

ら
れ
た
（
（5
（

。
昭
和
四
年
に
は
、
府
県
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
条
例
制
定
権
な
ど
市
町
村
と
同
様
の
権
能
を
認
め
、
市
町
村
お
よ
び
府

県
の
議
員
の
発
案
権
（
（5
（

を
認
め
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
府
県
に
つ
い
て
は
、
府
県
知
事
の
府
県
会
停
止
権
（
（6
（

、
内
務
大
臣
の
府
県
予
算
削
減

権
（
（6
（

に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
と
し
て
は
市
町
村
よ
り
も
自
治
的
色
彩
が
薄
か
っ
た
府
県
に
つ
い
て
も
、

そ
の
格
差
は
縮
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（6
（

。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
わ
が
国
が
戦
時
体
制
を
強
化
す
る
に
従
っ
て
、
中
央
集
権
体
制
へ
の
動
き
が
加
速
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
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わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
歴
史�

（
都
法
五
十
六-

二
）

た
。
昭
和
十
八
年
に
は
府
県
制
、
市
制
、
町
村
制
の
改
正
と
、
東
京
都
制
の
制
定
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
従
来
市
町
村
会
が
選
挙

に
よ
っ
て
選
ん
で
い
た
市
町
村
長
を
、
市
長
に
つ
い
て
は
、
市
会
が
推
薦
し
た
も
の
を
内
務
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
と
し
（
（6
（

、
町
村
長
に

つ
い
て
は
、
町
村
会
に
お
い
て
選
挙
し
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る
も
の
と
し
た
（
（6
（

。
ま
た
、
今
ま
で
市
町
村
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ

れ
て
き
た
市
町
村
行
政
を
、
市
町
村
会
の
権
限
を
制
限
し
、
市
町
村
長
に
新
た
に
総
合
的
な
指
示
権
、
す
な
わ
ち
市
町
村
長
は
、
市
町

村
内
に
お
け
る
各
種
施
設
の
総
合
的
運
営
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な
時
は
、
市
町
村
内
の
団
体
に
対
し
て
必
要
な
指
示
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
当
該
団
体
に
対
す
る
監
督
官
庁
の
措
置
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
権
限
（
（6
（

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
町
村
長
主
体
に
よ
る
市
町
村
行
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（6
（

。
東
京
都
制
は
、
従

来
の
東
京
府
・
東
京
市
・
区
（
（6
（

を
廃
止
し
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
東
京
都
と
し
、
こ
れ
を
国
の
官
吏
た
る
東
京
都
長
官
（
（6
（

が
統
括
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
の
地
方
自
治
制
度
改
革
は
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
東
京
都
制
、
府
県
制
、
市
制
、

町
村
制
の
改
正
で
あ
る
。
そ
の
主
な
内
容
の
一
つ
は
、
住
民
自
治
の
実
現
に
関
す
る
も
の
で
、
従
来
の
名
誉
職
等
の
廃
止
と
地
方
議
会

に
お
け
る
議
員
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
の
範
囲
の
拡
張
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
官
吏
と
し
て
存
在
し
て
い
た
東
京
都
長
官
、
北

海
道
長
官
、
府
県
知
事
（
（6
（

お
よ
び
議
会
に
よ
っ
て
選
挙
ま
た
は
推
薦
さ
れ
て
き
た
市
町
村
長
を
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
る
も
の
と
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
団
体
自
治
の
強
化
に
関
す
る
も
の
で
、
東
京
都
の
区
に
自
主
立
法
権
、
自
主
財
政
権
を
認
め
、
市
町
村
の
許
認
可
に
関

す
る
事
項
を
整
理
し
、
国
の
監
督
権
を
限
定
し
た
。
ま
た
、
従
来
は
地
方
長
官
や
市
町
村
長
が
行
っ
て
き
た
選
挙
事
務
全
般
に
つ
い
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
を
設
け
、
行
政
事
務
全
般
の
監
督
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
監
査
委
員
会
を
設
け
た
（
（7
（

。

　
憲
法
制
定
前
に
、
前
述
の
よ
う
な
、
地
方
自
治
に
関
す
る
四
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
四
法
と
地
方
官
官
制
を
廃
止
、
統
合

す
る
形
で
、
地
方
自
治
法
（
（7
（

が
憲
法
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
地
方
自
治
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法
で
の
変
化
の
第
一
は
、
今
ま
で
都
道
長
官
と
府
県
知
事
が
国
の
地
方
機
関
と
し
て
行
っ
て
き
た
事
務
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
国
と

市
町
村
で
行
わ
れ
て
き
た
機
関
委
任
事
務
の
処
理
方
式
を
用
い
て
、
引
き
続
き
都
道
府
県
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
機
関
委
任
事
務
に

関
す
る
一
般
規
定
が
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
（7
（

。
第
二
に
、
地
方
公
共
団
体
の
種
類
と
し
て
、
普
通
地
方
公
共
団
体
た
る
都
道
府
県
、
市

町
村
を
置
き
、
特
別
地
方
公
共
団
体
た
る
特
別
区
、
組
合
、
財
産
区
等
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
都
道
府
県
お
よ
び
市

の
参
事
会
を
廃
止
し
、
議
会
に
つ
い
て
意
見
陳
述
権
、
調
査
権
を
認
め
権
限
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
委
員
会
制
度
を
採
用
し
議
会

活
動
の
促
進
が
図
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
地
方
自
治
法
の
制
定
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
に
四
十
項
目
に
お
よ
ぶ
改
正
意

見
を
示
し
て
き
た
（
（7
（

。
こ
の
改
正
意
見
を
踏
ま
え
て
、
改
正
法
案
を
国
会
に
提
出
し
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
七
日
成
立
、
同
月
十
二
日
、

改
正
法
（
（7
（

（
一
次
改
正
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
一
次
改
正
に
お
け
る
内
容
は
、
市
お
よ
び
町
の
要
件
と
し
て
、
市
に
つ
い
て
は
法
律
で

定
め
（
（7
（

、
町
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
法
令
に
反
し
な

い
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
条
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
条
例
に
違
反
し
た
者
に
つ
い
て
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る

旨
の
規
定
が
置
か
れ
た
。
道
府
県
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
部
を
設
置
す
る
場
合
に
、
各
地
方
で
あ
ま
り
に
統
一
性
を
欠
く
こ
と
が
望
ま

し
く
な
い
と
し
て
、
法
律
で
一
定
し
た
必
置
の
部
と
、
各
道
府
県
の
必
要
に
応
じ
て
条
例
に
よ
り
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
の
二
種

類
に
限
定
し
た
（
（7
（

。

　
そ
の
後
、
今
日
ま
で
地
方
自
治
法
は
地
方
制
度
に
関
す
る
基
本
法
と
し
て
幾
度
も
の
全
面
改
正
を
経
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
注
目

す
べ
き
改
正
は
、
平
成
十
二
年
の
地
方
分
権
一
括
法
（
（7
（

施
行
に
伴
う
改
正
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
成
五
年
六
月
に
衆
参
両
院
に
お
い
て

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
に
伴
う
国
家
的
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
平
成
七
年
地
方
分
権
推
進

法
（
（7
（

の
制
定
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
設
置
と
委
員
会
に
よ
る
四
次
に
お
よ
ぶ
勧
告
を
経
て
、
平
成
十
一
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
成



四
〇
五

わ
が
国
に
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治
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都
法
五
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六-

二
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立
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
る
、
地
方
自
治
法
の
改
正
の
主
な
も
の
は
、
①
国
は
「
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ

る
事
務
、
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
…
…
基
本
的
な
準
則
に
関
す
る
事
務
…
…
そ
の
他
の
国
が
本
来
果
た
す
べ
き

役
割
を
重
点
的
に
担
い
、
住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
地
方
公
共
団
体
に
ゆ
だ
ね
…
…
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及
び
自
立
性

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
を
定
め
た
こ
と
（
（7
（

、
②
機
関
委
任
事
務
を
廃
止
し
、
従
来
、
公
共
事
務
、
団
体
委
任
事
務
、

行
政
事
務
に
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に
分
け
た
こ
と
（
（8
（

、
③
国
と
地
方
の
関
係
に
つ
い
て
、
国
の
関
与

に
関
し
て
は
法
定
主
義
、
必
要
最
小
限
を
明
文
化
し
（
（8
（

、
手
続
の
規
定
（
（8
（

と
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
が
設
置
（
（8
（

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
分
権
の
推
進
が
は
か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
地
方
制
度
改
革
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
改
正
の
後
、
平
成
十
四
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
議
会
改
革
、
住
民
自
治
の
拡
充
が
計
ら
れ
、
第

二
十
七
次
地
方
制
度
調
査
会
、
第
二
十
八
次
地
方
制
度
調
査
会
を
と
お
し
て
、
さ
ら
な
る
住
民
自
治
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
と

と
も
に
、
今
後
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
地
方
分
権
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
第
二
十
九
次

地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
は
、
議
会
制
度
、
基
礎
的
自
治
体
の
あ
り
方
の
検
討
が
行
わ
れ
、
議
会
改
革
に
関
す
る
地
方
自
治
法
改
正

が
行
わ
れ
、
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
は
、
大
都
市
制
度
の
改
革
に
関
し
て
議
論
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
の
議
論
お
よ
び
答

申
（
（8
（

に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年
の
地
方
自
治
法
改
正
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
（8
（

。

　
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け
る
議
論
を
経
な
が
ら
、
地
方
自
治
法
は
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
や
社
会
問
題
、
地
方
自
治
に
関
す
る
問
題

点
を
考
慮
し
て
改
正
さ
れ
て
き
て
い
る
。



四
〇
六

六
　
お
わ
り
に

　
第
三
十
一
次
地
方
制
度
調
査
会
が
平
成
二
十
六
年
よ
り
議
論
を
は
じ
め
、
こ
こ
で
、「
個
性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
観

点
か
ら
、
人
口
減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
三
大
都
市
圏
及
び
地
方
圏
の
地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
、
議
会
制
度
や
監
査
制
度
等
の

地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
を
求
め
る
」
と
し
て
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
方
自
治
の
あ

り
方
や
地
方
議
会
や
監
査
制
度
・
住
民
訴
訟
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
ご
ろ
の
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け
る
答
申
に
お
い
て
も
、「
人
口
減
少
社
会
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
経
済
や
地
域
社
会
の
状
況
は
大
き
く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
将
来
、
一
層
の
人
口
減
少
が
進
む
中
に
お
い
て
も
、
集
落
の
数
自

体
は
人
口
ほ
ど
は
減
少
せ
ず
、
人
々
は
国
土
に
点
在
し
て
住
み
続
け
、
単
独
世
帯
が
増
大
す
る
こ
と
等
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
る
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
く
。
基
礎
自
治
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
持
続
可
能
な
も
の

と
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
が
収
縮
し
て
い
く
中
で
、
都
市
構
造
や
土
地
利
用
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、

基
礎
自
治
体
が
適
切
に
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
、
経
済
を
持
続
可
能
な
も
の
と

し
、
人
々
が
全
国
で
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
都
市
等
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

今
後
さ
ら
に
増
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
都
市
等
は
安
心
安
全
な
生
活
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
次
産
業
を
中
心

に
経
済
を
け
ん
引
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。」（
（8
（

と
し
て
、
人
口
減
少
社
会
と
い
う
前
提
の
下
で
特
に
大
都
市
制
度
を
中
心

と
す
る
地
方
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
今
後
、
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け
る
大
都
市
制
度
の
議
論
と
合
わ
せ
て
、
地
方
自
治
制
度
に
お
け
る
「
地
方
」
な
い
し
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わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
歴
史�

（
都
法
五
十
六-

二
）

「
地
方
公
共
団
体
」
の
枠
組
み
に
つ
い
て
の
議
論
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や

経
済
情
勢
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
都
市
化
）
の
変
革
等
に
よ
り
、
都
市
部
・
農
村
部
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
喫

緊
の
問
題
解
決
と
と
も
に
将
来
を
見
据
え
た
地
方
自
治
の
制
度
構
築
を
行
う
時
期
が
訪
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
大
規
模
化
に
よ
っ
て
人
口
規
模
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
指
定
都
市
に
対
し
て
更
な
る
事
務
権
限
の
移
譲
を
行
う
こ
と
、
現
行
の
行
政
区
の
役
割
を
強
化

す
る
こ
と
、
市
議
会
議
員
の
活
動
に
つ
い
て
区
単
位
の
常
任
委
員
会
の
設
置
等
を
検
討
す
る
と
し
、
こ
の
点
、
事
務
権
限
の
移
譲
、
行

政
区
の
役
割
強
化
の
方
向
性
（
総
合
区
の
設
置
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
に
地
方
自
治
法
改
正
が
行
わ
れ
た
（
（8
（

。
こ
の
改
正
に
お
い

て
は
、
中
核
市
・
特
例
市
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
両
制
度
の
統
合
（
特
例
市
制
度
を
廃
止
）
を
し
、
中
核
市
移
行
の
要
件
を
緩
和
し
た
（
（8
（

。

第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
を
受
け
平
成
二
十
六
年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

都
市
部
の
役
割
、
農
村
部
の
役
割
を
見
い
だ
し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
議
論
の
み
な
ら
ず
、
今
後
地
方
公
共
団
体
の
中
で
の
役
割

分
担
に
つ
い
て
の
議
論
が
よ
り
一
層
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
1
）　
本
稿
は
、
筆
者
の
修
士
論
文
「
地
方
議
会
と
憲
法
―
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る
地
方
議
会
の
憲
法
的
考
察
―
」（
二
〇
一
一
年
三
月
）
お
よ
び

博
士
論
文
「
地
方
公
共
団
体
の
条
例
制
定
権
と
﹃
地
方
自
治
の
本
旨
﹄
の
再
考
」（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
お
け
る
研
究
を
基
礎
と
し
て
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　
成
田
頼
明
﹃
地
方
自
治
の
保
障
︽
著
作
集
︾﹄（
第
一
法
規
、
二
〇
一
一
年
）
八
―
九
頁
。

（
3
）　
江
戸
、
甲
府
、
駿
府
、
大
坂
、
京
都
、
日
光
、
佐
渡
、
長
崎
、
新
潟
、
函
館
が
幕
府
の
主
な
直
轄
領
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
特
定
の
藩

を
減
封
に
処
し
た
時
の
藩
と
藩
の
間
の
土
地
等
が
天
領
と
し
て
直
轄
領
と
さ
れ
て
い
た
。

（
4
）　
幕
藩
体
制
―
一
六
一
五
年
に
武
家
諸
法
度
が
定
め
ら
れ
、
諸
藩
が
こ
れ
に
反
し
た
場
合
は
、
幕
府
か
ら
減
封
、
転
封
等
の
処
分
に
処
せ
ら
れ
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た
。
参
勤
交
代
や
、
妻
、
子
女
を
人
質
と
し
て
江
戸
に
住
ま
わ
せ
た
こ
と
も
、
武
家
諸
法
度
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
5
）　
武
家
諸
法
度
に
よ
れ
ば
、
各
藩
の
城
の
改
修
、
新
築
を
禁
ず
る
こ
と
や
、
参
勤
交
代
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
（
一
六
一
五
年

元
和
令
よ
り
幕
末
ま
で
）。
そ
の
後
、
一
六
三
五
年
以
降
、
幕
府
の
定
め
た
法
を
各
藩
に
お
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
、
各
藩
主
ら
の
婚
姻
・
養
子

に
関
す
る
項
目
も
追
加
さ
れ
た
。

（
6
）　
幕
藩
体
制
や
、
こ
の
時
代
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
藤
野
保
﹃
幕
藩
制
国
家
と
明
治
維
新
﹄（
清
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）、
伊
東
多
三
郎
﹃
幕
藩

体
制
﹄（
清
水
弘
文
堂
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
大
谷
瑞
郎
﹃
幕
藩
体
制
と
明
治
維
新
﹄（
亜
紀
書
房
、
一
九
七
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
7
）　
明
治
十
一
年
の
郡
区
町
村
編
成
法
（
明
治
十
一
年
太
政
官
布
告
第
一
七
号
）、
府
県
会
規
則
（
明
治
十
一
年
太
政
官
布
告
第
一
八
号
）
の
制
定

に
よ
り
後
の
市
制
・
町
村
制
、
府
県
制
が
形
作
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
地
方
税
規
則
（
明
治
十
一
年
太
政
官
布
告
第
一
九
号
）
と
合
わ
せ
て
地

方
三
新
法
と
し
て
、
そ
の
後
の
地
方
制
度
の
確
立
の
基
礎
と
な
っ
た
。

（
8
）　
明
治
時
代
初
期
以
前
に
お
い
て
西
暦
と
年
号
が
完
全
に
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
特
に
表
記
を
し
な
い
限
り
、
元
号
に
よ
る
年
号

の
表
記
で
記
し
て
い
る
。

（
9
）　
小
林
武
＝
渡
名
喜
庸
安
﹃
憲
法
と
地
方
自
治
﹄（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
六
頁
。

（
10
）　
大
石
嘉
一
郎
﹃
近
代
日
本
の
地
方
自
治
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
一
一
―
一
二
頁
。

（
11
）　
前
掲
注（
9
）、小
林
武
ほ
か
﹃
憲
法
と
地
方
自
治
﹄
一
六
頁
、
こ
こ
で
は
「
憲
法
典
に
お
け
る
地
方
自
治
保
障
規
定
の
不
存
在
は
、
憲
法
制
定

者
が
、
地
方
自
治
を
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
す
べ
き
対
象
と
は
解
さ
ず
、
立
法
政
策
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
さ
れ
る

（
同
書
一
六
頁
）。

（
12
）　
明
治
時
代
初
期
に
は
私
擬
憲
法
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
こ
で
は
地
方
自
治
制
度
を
憲
法
に
保
障
す
る
趣
旨
を
有
す
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。（
江
村

栄
一
編
﹃
自
由
民
権
と
明
治
憲
法
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
九
五
頁
）。

（
13
）　
樋
口
陽
一
＝
佐
藤
幸
治
＝
中
村
睦
男
＝
浦
部
法
穂
﹃
憲
法 
Ⅳ
﹄（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
）
二
三
三
頁
、
小
嶋
和
司
「
明
治
憲
法
起
草
に
お

け
る
地
方
自
治
」
宮
沢
俊
義
古
希
記
念
﹃
憲
法
の
現
代
的
課
題
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
五
五
五
頁
以
下
。

（
14
）　
冒
頭
に
お
い
て
「
去
冬
　
皇
政
維
新
纔
ニ
三
職
ヲ
置
キ
続
テ
ハ
八
局
ヲ
設
ケ
事
務
ヲ
分
課
ス
ト
雖
モ
兵
馬
倉
卒
之
間
事
業
未
タ
恢
弘
セ
ス
故

ニ
今
般
　
御
誓
文
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
政
体
職
制
相
改
候
ハ
徒
ニ
変
更
ヲ
好
ム
ニ
ア
ラ
ス
従
前
未
定
之
制
度
規
律
次
第
ニ
相
立
候
訳
ニ
テ
更
ニ
前

後
異
趣
ニ
無
之
候
間
内
外
百
官
此
旨
ヲ
奉
体
シ
確
定
守
持
根
拠
ス
ル
所
有
テ
疑
惑
ス
ル
ナ
ク
各
其
職
掌
ヲ
尽
シ
万
民
保
全
之
道
開
成
永
続
セ
ン

ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
」
と
定
め
ら
れ
、
官
職
と
し
て
、
府
に
知
府
事
と
判
県
事
、
県
に
知
県
事
と
判
県
事
を
置
き
、
各
藩
は
諸
侯
が
官
職
と
し
て
治

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

（
15
）　
こ
の
時
、
政
体
書
に
よ
り
統
治
構
造
の
設
置
が
行
わ
れ
た
が
、
後
の
明
治
元
年
十
月
二
十
八
日
に
は
藩
治
職
制
の
中
で
「
大
ニ
議
事
ノ
制
ヲ
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わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
歴
史�

（
都
法
五
十
六-

二
）

立
ラ
ル
ヘ
キ
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
藩
議
会
を
設
け
公
議
人
が
そ
の
議
員
と
な
る
よ
う
改
革
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る

点
で
あ
る
。

（
16
）　
明
治
二
年
六
月
十
七
日
・
明
治
二
年
太
政
官
布
告
第
五
四
三
号
「
今
般
版
籍
奉
還
之
儀
ニ
付
深
ク
時
勢
ヲ
被
為
察
広
ク
公
議
ヲ
被
為
採
政
令

帰
一
之
　
思
食
ヲ
以
テ
言
上
之
通
被
　
聞
食
候
事
」、
明
治
二
年
太
政
官
布
告
第
五
四
四
号
「
今
般
版
籍
奉
還
之
儀
列
藩
及
建
言
候
ニ
付
キ
深
ク

時
勢
ヲ
被
為
察
広
ク
公
議
ヲ
被
為
採
政
令
帰
一
之
　
思
食
ヲ
以
テ
言
上
之
通
被
　
聞
食
候
依
之
於
其
藩
モ
封
土
版
籍
返
上
被
　
仰
付
候
事
」
こ

れ
ら
に
よ
り
、
今
ま
で
の
大
名
家
の
領
地
は
国
家
の
も
の
と
し
て
統
治
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
17
）　
府
藩
県
三
治
制
―
幕
府
直
轄
領
を
府
︻
京
都
（
明
治
元
年
四
月
二
十
五
日
設
置
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
四
五
号
）、
大
坂
（
明
治
元
年

五
月
二
日
設
置
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
六
五
号
）、
江
戸
（
明
治
元
年
五
月
十
二
日
設
置
：
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
八
七
号
︿
東

京
：
明
治
元
年
七
月
十
七
日
改
称
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
五
一
七
号
﹀）︼
と
県
︻
大
津
（
明
治
元
年
四
月
二
十
五
日
設
置
・
明
治
元
年
太

政
官
布
告
第
三
四
六
号
）、
笠
松
（
明
治
元
年
四
月
二
十
五
日
設
置
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
四
七
号
）、
日
田
（
明
治
元
年
四
月
二
十
五

日
設
置
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
四
八
号
）、
富
岡
（
明
治
元
年
四
月
二
十
五
日
設
置
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
四
九
号
）、
富
高

（
明
治
元
年
四
月
二
十
五
日
設
置
・
明
治
元
年
太
政
官
布
告
第
三
五
〇
号
）︼
と
し
て
行
政
区
画
の
一
つ
と
し
、
約
三
百
存
在
す
る
旧
大
名
家
領

（
以
前
か
ら
藩
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
）
を
藩
と
し
て
行
政
区
画
の
一
つ
と
し
て
統
治
す
る
制
度
。

（
18
）　
明
治
五
年
二
月
二
十
八
日
、
陸
軍
省
・
海
軍
省
に
分
離
。

（
19
）　
明
治
四
年
七
月
九
日
設
置
。
前
身
は
刑
部
省
と
弾
正
台
。

（
20
）　
日
本
国
憲
法
制
定
前
の
地
方
組
織
を
「
地
方
公
共
団
体
」
と
称
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
便
宜

上
日
本
国
憲
法
制
定
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
、「
地
方
公
共
団
体
」
を
使
用
す
る
。

（
21
）　
こ
の
戸
籍
法
の
制
定
理
由
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
法
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
「
戸
数
人
員
ヲ
詳
ニ
シ
猥
リ
ナ
ラ
サ
ラ
シ
ム
ル
ハ

政
務
ノ
最
モ
先
シ
重
ス
ル
所
ナ
リ 

夫
レ
全
国
人
民
ノ
保
護
ハ
大
政
ノ
本
務
ナ
ル
コ
ト
素
ヨ
リ
云
フ
ヲ
待
タ
ス 

然
ル
ニ
其
保
護
ス
ヘ
キ
人
民
ヲ
詳

ニ
セ
ス
何
ヲ
以
テ
其
保
護
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
施
ス
ヲ
得
ン
ヤ 

是
レ
政
府
戸
籍
ヲ
詳
ニ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
儀
ナ
リ 

又
人
民
ノ
各
安
康
ヲ
得
テ
其
生

ヲ
遂
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
政
府
保
護
ノ
庇
蔭
ニ
ヨ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ 
去
レ
ハ
其
籍
ヲ
逃
レ
其
数
ニ
漏
ル
ル
モ
ノ
ハ
其
保
護
ヲ
受
ケ
サ
ル
理
ニ
テ
自
ラ

国
民
ノ
外
タ
ル
ニ
近
シ 

此
レ
人
民
戸
籍
ヲ
納
メ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
儀
ナ
リ 

中
古
以
来
各
方
民
治
趣
ヲ
異
ニ
セ
シ
ヨ
リ
僅
ニ
東
西
ヲ
隔
ツ
レ
ハ
忽

チ
情
態
ヲ
殊
ニ
シ
聊
カ
遠
近
ア
レ
ハ
即
チ
戸
籍
ノ
法
モ
終
ニ
錯
雑
ノ
弊
ヲ
免
レ
ス 

或
ハ
此
籍
ヲ
逃
レ
或
ハ
彼
籍
ヲ
欺
キ
去
就
心
ニ
任
セ
往
来
規

ニ
ヨ
ラ
ス 

沿
襲
ノ
習
人
々
自
ラ
度
外
ニ
付
ス
ル
ニ
至
ル 

故
ニ
今
般
全
国
総
体
ノ
戸
籍
法
ヲ
定
メ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
普
ク
上
下
ノ
通
義
ヲ
弁
ヘ
宜
ク

粗
略
ノ
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」。

（
22
）　
戸
籍
法
第
三
則 
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「
凡
ソ
区
画
ヲ
定
ム
ル
譬
ハ
一
府
一
郡
ヲ
分
テ
何
区
或
ハ
何
十
区
ト
シ
其
一
区
ヲ
定
ム
ル
ハ
四
五
丁
モ
シ
ク
ハ
七
八
村
ヲ
組
合
ス
ヘ
シ 

然
レ
共

其
小
ナ
ル
モ
ノ
ハ
数
十
ニ
及
ヒ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
一
二
ニ
止
ル
モ
都
テ
其
時
宜
ト
便
利
ニ
任
セ
妨
ケ
ナ
シ
︹
華
族
士
族
住
居
ノ
地
従
前
武
家
地
屋

敷
地
ト
唱
ル
類
モ
同
様
タ
ル
素
ヨ
リ
云
ヲ
待
ス
︺ 

但
急
ニ
区
画
ヲ
定
メ
難
キ
所
ハ
仮
ニ
便
宜
ニ
従
ヒ
一
村
一
町
ニ
テ
検
査
セ
シ
ム
ル
モ
妨
ナ
シ 

官
ノ
学
校
兵
隊
屯
所
等
又
ハ
大
社
大
寺
ノ
別
ニ
区
域
ヲ
ナ
セ
シ
ハ
其
官
司
ノ
吏
員
其
社
寺
ノ
執
事
等
ニ
テ
戸
長
ノ
事
ヲ
扱
ハ
シ
ム
ル
モ
妨
ケ
ナ

シ
」。

（
23
）　
三
新
法
を
制
定
す
る
に
つ
き
三
新
法
理
由
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
。

 

「
区
ヲ
置
キ
区
戸
長
ヲ
置
ク
制
置
宜
キ
ヲ
得
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
数
百
年
慣
習
ノ
郡
制
ヲ
破
リ
新
規
ニ
奇
異
ノ
区
画
ヲ
設
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
頗
ル
人
心

ニ
適
セ
ス
又
便
宜
ヲ
欠
キ
人
間
絶
テ
利
益
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
只
弊
害
ア
ル
ノ
ミ
云
々
抑
地
方
ノ
区
画
ノ
如
キ
ハ
如
何
ナ
ル
美
法
良
制
モ
固
有
ノ

習
慣
ニ
依
ラ
ス
シ
テ
新
規
ノ
事
ヲ
起
ス
ト
キ
ニ
其
形
美
ナ
ル
モ
其
実
益
ナ
シ
寧
ロ
多
少
完
全
ナ
ラ
サ
ル
モ
固
有
ノ
習
慣
ニ
依
ル
ニ
若
カ
ス
云
々

依
テ
現
今
ノ
区
画
ヲ
変
更
シ
古
来
ノ
郡
制
ニ
復
シ
テ
之
ヲ
行
政
区
ト
為
シ
各
郡
ノ
広
狭
異
同
ア
ル
モ
之
ヲ
分
合
セ
ス
云
々
地
方
ノ
制
度
行
政
区

画
タ
ル
ト
住
民
社
会
独
立
ノ
区
画
タ
ル
ト
其
主
義
ヲ
混
淆
セ
リ
之
ヲ
将
来
ニ
考
フ
ル
ニ
理
勢
此
混
淆
ヲ
分
タ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
然
レ
ト
モ
今
概
シ

テ
欧
米
ノ
制
ニ
做
フ
ト
キ
ハ
其
形
美
ナ
ル
モ
其
実
適
セ
ス
宜
シ
ク
我
古
来
ノ
慣
習
ト
今
人
智
ノ
程
度
ト
ヲ
斟
酌
シ
テ
適
実
ノ
制
ヲ
設
ク
ヘ
キ
ナ

リ
依
テ
前
陳
ノ
主
義
ニ
基
キ
府
県
郡
市
ハ
行
政
区
画
ト
住
民
独
立
ノ
区
ト
二
種
ノ
性
質
ヲ
有
セ
シ
メ
町
村
ハ
住
民
独
立
ノ
区
タ
ル
一
種
ノ
性
質

ヲ
有
セ
シ
メ
都
市
吏
員
ハ
二
種
ノ
性
質
ノ
事
務
ヲ
兼
掌
セ
シ
メ
町
村
ハ
其
町
村
内
共
同
ノ
公
事
ヲ
行
フ
者
即
チ
行
事
人
ヲ
以
テ
其
独
立
ノ
公
事

ヲ
掌
ル
モ
ノ
ト
ス
云
々
」（
明
治
十
一
年
七
月
二
十
二
日
地
方
体
制
三
大
新
法
理
由
書
﹃
自
治
民
政
資
料
﹄）。

（
24
）　
東
京
、
大
坂
な
ど
の
三
区
五
港
と
い
っ
た
都
市
部
に
区
が
設
置
さ
れ
た
。

（
25
）　
こ
の
区
町
村
会
法
は
、
区
町
村
会
の
権
限
（
当
該
区
町
村
の
公
共
に
関
す
る
議
決
権
、
経
費
の
支
出
徴
収
方
法
の
議
決
権
）
を
明
確
に
し
、

郡
区
長
や
府
県
令
の
町
村
会
等
に
対
す
る
権
限
（
郡
区
長
の
町
村
会
に
対
す
る
評
決
中
止
権
、
県
令
ら
の
区
町
村
会
、
連
合
会
に
対
す
る
議
事

中
止
権
・
議
会
解
散
権
）
を
明
確
に
規
定
し
た
。
区
町
村
会
法
に
は
、
当
初
、
議
員
の
公
選
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
後
の
明

治
十
七
年
の
改
正
（
明
治
十
七
年
太
政
官
布
告
第
十
七
号
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
件
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
選
挙
権
に
つ
い
て
は
満
二

十
歳
以
上
の
男
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
区
町
村
に
居
住
し
そ
の
区
町
村
に
地
租
を
納
め
て
い
る
者
、
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
選
挙
権
を
有
す
る
満

二
十
五
歳
以
上
の
年
齢
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。

（
26
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
二
条
、
町
村
制
二
条
。

（
27
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
二
条
、
町
村
制
二
条
。

（
28
）　
市
制
・
町
村
制
で
は
、
条
例
制
定
・
規
則
制
定
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
も
定
め
を
置
い
て
い
た

（「
住
民
の
権
利
及
び
義
務
」
市
制
第
六
条
以
下
、
町
村
制
第
六
条
以
下
、「
条
例
制
定
の
権
限
」
市
制
一
〇
条
、
町
村
制
一
〇
条
）。



四
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一

わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
歴
史�

（
都
法
五
十
六-

二
）

（
29
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
一
一
条
以
下
、
町
村
制
一
一
条
以
下
。

（
30
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
四
九
条
。
市
参
事
会
員
の
定
員
は
東
京
市
十
二
名
、
大
坂
、
京
都
両
市
九
名
、
そ
の
他
の
市
六
名
で
構
成
さ
れ
た
。

（
31
）　
明
治
二
十
一
年
　
町
村
制
五
二
条
。

（
32
）　
公
民
と
は
、
①
満
二
十
五
歳
以
上
で
公
権
を
有
し
、
一
戸
を
構
え
る
男
子
で
あ
り
、
②
二
年
以
上
当
該
市
町
村
の
住
民
で
あ
っ
て
、
そ
の
市

町
村
の
負
担
を
分
任
し
、
③
当
該
市
町
村
内
に
て
地
租
を
納
め
る
、
ま
た
は
直
接
国
税
二
円
以
上
を
納
め
る
者
で
あ
る
こ
と
の
三
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
者
（
市
制
八
条
、
町
村
制
七
条
）。
住
民
と
は
、
公
民
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
者
の
こ
と
を
い
う
。

（
33
）　
市
制
・
町
村
制
の
も
と
で
は
、
選
挙
権
は
公
民
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
市
制
・
町
村
制
の
前
の
改
正
区
町
村
会
法
（
明
治
十
七

年
太
政
官
布
告
第
一
七
号
）
に
お
い
て
は
、
選
挙
権
に
つ
い
て
は
満
二
十
歳
以
上
の
男
子
で
あ
り
、
そ
の
区
町
村
に
居
住
し
そ
の
区
町
村
に
地

租
を
納
め
て
い
る
者
、
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
選
挙
権
を
有
す
る
満
二
十
五
歳
以
上
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
（
前
掲
注（
25
）参
照
）。

（
34
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
六
七
条
。

（
35
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
五
〇
条
。

（
36
）　
明
治
二
十
一
年
　
市
制
五
〇
条
後
文
。

（
37
）　
明
治
二
十
一
年
　
町
村
制
五
三
条
。

（
38
）　
明
治
二
十
一
年
　
町
村
制
五
九
条
。

（
39
）　
明
治
二
十
一
年
　
町
村
制
五
九
条
後
段
。

（
40
）　
明
治
二
十
三
年
　
府
県
制
二
条
、
郡
制
二
条
。

（
41
）　
明
治
二
十
三
年
　
府
県
制
七
八
条
、
郡
制
六
六
条
。

（
42
）　
た
だ
し
、
昭
和
初
期
の
改
正
に
よ
り
条
例
制
定
権
を
認
め
る
。

（
43
）　
大
正
十
年
法
律
第
六
三
号
　
一
条
「
郡
制
ハ
之
ヲ
廃
止
ス
」。

（
44
）　
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
前
に
、
民
間
団
体
・
個
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
憲
法
試
案
の
総
称
。

（
45
）　
新
井
勝
紘
「
自
由
民
権
運
動
と
民
権
派
の
憲
法
構
想
」
前
掲
注（
12
）、
江
村
栄
一
編
﹃
自
由
民
権
と
明
治
憲
法
﹄。

（
46
）　
こ
の
船
中
八
策
は
坂
本
が
山
内
容
堂
に
大
政
奉
還
を
進
言
す
る
に
あ
た
っ
て
、
起
草
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
坂
本
自
身
が
船
中
八
策
を
基

に
土
佐
藩
の
政
体
案
と
し
て
、
新
政
府
綱
領
八
策
を
起
草
し
て
い
る
。

（
47
）　﹃
木
戸
孝
允
文
書 

八
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）、
一
一
八
頁
以
下
。

（
48
）　﹃
大
久
保
利
通
文
書 

五
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）、
一
八
二
頁
以
下
。

（
49
）　
前
掲
注（
12
）、
江
村
栄
一
編
﹃
自
由
民
権
と
明
治
憲
法
﹄
九
五
頁
。
こ
こ
で
は
、
私
擬
憲
法
の
発
案
時
期
を
、
明
治
十
一
年
ま
で
、
明
治
十



四
一
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一
年
か
ら
明
治
十
四
年
ま
で
、
明
治
十
四
年
以
降
か
ら
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
ま
で
の
三
期
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）　
次
の
事
項
に
関
し
て
研
究
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
中
の
末
に
、「
地
方
制
度
の
事
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

（
51
）　
憲
法
起
草
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
藤
博
文
、
井
上
毅
、
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅
太
郎
の
四
名
で
内
密
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。

（
52
）　
夏
島
草
案
七
五
条
。
国
立
国
会
図
書
館
の
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
に
よ
れ
ば
、
七
五
条
の
条
文
に
訂
正
線
が
引
か
れ
て
あ
り
、「
行
政
ハ
府
県

郡
ノ
区
画
ニ
基
キ
之
ヲ
施
行
ス
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）　
夏
島
草
案
七
六
条
。
前
掲
注（
52
）、
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
に
よ
れ
ば
、
七
六
条
を
、
七
五
条
二
項
と
し
、「
地
方
ノ
自
治
ニ
関
ス
ル
組
織
ハ

法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）　
夏
島
草
案
八
六
条
。

（
55
）　
稻
田
正
次
﹃
明
治
憲
法
成
立
史
　
下
巻
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
六
二
年
）
二
〇
三
―
二
〇
四
頁
。

（
56
）　
十
月
草
案
六
七
条
。

（
57
）　
前
掲
注（
13
）、
小
嶋
和
司
「
明
治
憲
法
起
草
に
お
け
る
地
方
自
治
」
宮
沢
俊
義
古
希
記
念
﹃
憲
法
の
現
代
的
課
題
﹄
五
五
五
頁
以
下
。

（
58
）　
前
掲
注（
13
）、
樋
口
陽
一
ほ
か
﹃
憲
法 

Ⅳ
﹄
二
三
五
頁
。

（
59
）　
昭
和
四
年
　
改
正
府
県
制
五
七
条
の
二
、
同
じ
く
改
正
市
制
五
七
条
の
二
。

 

同
じ
く
改
正
町
村
制
五
三
条
の
二
。

（
60
）　
明
治
四
十
四
年
　
改
正
府
県
制
八
四
条
。
市
制
お
よ
び
町
村
制
に
お
い
て
は
、
議
会
停
止
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
61
）　
明
治
四
十
四
年
　
改
正
府
県
制
一
三
〇
条
。

（
62
）　
高
田
敏
＝
村
上
義
弘
編
﹃
地
方
自
治
法
﹄（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
六
年
）
三
八
―
三
九
頁
。

（
63
）　
昭
和
十
八
年
　
改
正
市
制
七
条
三
項
、
四
項
、
九
項
。

（
64
）　
昭
和
十
八
年
　
改
正
町
村
制
六
三
条
一
項
。

（
65
）　
昭
和
十
八
年
　
改
正
市
制
八
八
条
、
同
じ
く
改
正
町
村
制
七
二
条
の
二
。

（
66
）　
前
掲
注（
13
）、
樋
口
陽
一
ほ
か
﹃
憲
法 

Ⅳ
﹄
二
三
五
頁
。

（
67
）　
明
治
十
一
年
郡
区
町
村
編
制
法
以
来
の
区
で
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
七
月
七
日
に
東
京
市
区
改
正
条
例
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
く
。

（
68
）　
東
京
都
長
官
は
親
任
官
で
あ
り
、
こ
の
宮
中
席
次
は
、
皇
室
儀
制
令
（
大
正
十
五
年
皇
室
令
第
七
号
）
二
九
条
に
よ
り
、
第
一
階
第
十
一
に

あ
た
り
、
こ
れ
は
、
枢
密
院
顧
問
官
（
同
第
十
）
の
下
、
貴
族
院
議
長
・
衆
議
院
議
長
（
同
第
十
二
）
の
上
に
あ
た
る
。

（
69
）　
こ
の
時
、
知
事
と
長
官
は
引
き
続
き
官
吏
と
し
て
の
身
分
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
批
判
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
地
方
自
治
法
制

定
に
お
い
て
の
「
官
吏
」
の
表
現
が
「
公
吏
」
へ
と
変
化
し
た
。



四
一
三

わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
歴
史�

（
都
法
五
十
六-

二
）

（
70
）　
前
掲
注（
9
）、小
林
武
ほ
か
﹃
憲
法
と
地
方
自
治
﹄
三
七
頁
。

（
71
）　
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
七
号
。

（
72
）　
旧
地
方
自
治
法
一
五
〇
条
。

（
73
）　
主
な
内
容
と
し
て
、
地
方
出
先
機
関
に
関
し
て
設
置
の
際
の
国
会
の
承
認
等
や
、
市
町
村
の
配
置
分
合
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
、
副
知
事
お

よ
び
出
納
長
の
公
選
等
が
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
治
大
学
校
編
﹃
戦
後
自
治
史 

Ⅳ
﹄（
自
治
大
学
校
、
一
九
六
一
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
74
）　
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
一
六
九
号
。

（
75
）　
市
の
要
件
に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
二
年
改
正
地
方
自
治
法
第
八
条
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
①
人
口
三
万
人
以
上
を
有
す
る
こ

と
。
②
当
該
地
方
公
共
団
体
の
中
心
の
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
に
在
る
戸
数
が
、
全
戸
数
の
六
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。
③
商
工
業
そ

の
他
の
都
市
的
産
業
に
従
事
す
る
者
お
よ
び
そ
の
者
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
、
全
人
口
の
六
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。
④
前
各
号
で
定

め
る
も
の
の
外
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
都
市
的
施
設
そ
の
他
の
都
市
と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 

市
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
改
正
さ
れ
現
在
は
、
地
方
自
治
法
八
条
一
項
に
お
い
て
、「
市
と
な
る
べ
き
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
左
に
掲

げ
る
要
件
を
具
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
、
人
口
五
万
以
上
を
有
す
る
こ
と
。
二
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
中
心
の
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
区
域
内
に
在
る
戸
数
が
、
全
戸
数
の
六
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。
三
、
商
工
業
そ
の
他
の
都
市
的
業
態
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
者

と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
、
全
人
口
の
六
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。
四
、
前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
外
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め

る
都
市
的
施
設
そ
の
他
の
都
市
と
し
て
の
要
件
を
具
え
て
い
る
こ
と
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
76
）　
道
府
県
に
お
け
る
必
置
の
部
は
、
総
務
、
民
生
、
教
育
、
経
済
、
衛
生
、
土
木
、
農
地
の
七
部
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
都
の
部
局
と
し
て
は
、

総
務
部
、
財
務
部
、
民
政
局
、
経
済
局
、
建
設
局
、
交
通
局
、
水
道
局
、
衛
生
局
、
労
働
局
が
法
定
さ
れ
た
。

（
77
）　
平
成
十
一
年
法
律
八
七
号
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」。

（
78
）　
平
成
七
年
法
律
九
六
号
。

（
79
）　
地
方
自
治
法
一
条
の
二
第
二
項
。

（
80
）　
地
方
自
治
法
二
条
八
項
、
九
項
。

（
81
）　
地
方
自
治
法
二
四
五
条
の
二
、
二
四
五
条
の
三
第
一
項
。

（
82
）　
地
方
自
治
法
二
四
六
条
―
二
五
〇
条
の
六
。

（
83
）　
地
方
自
治
法
二
五
〇
条
の
七
―
二
五
二
条
。

（
84
）　
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
「
大
都
市
制
度
の
改
革
及
び
基
礎
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
関
す
る
答
申
」（
平
成
二
十
五
年
六
月

二
十
五
日
）http://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000233789.pdf

。



四
一
四

（
85
）　
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
と
平
成
二
十
六
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
関
し
て
は
、
村
中
洋
介
「
日
本
に
お
け
る
大
都
市
制
度
と
大
阪
都
構

想
―
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
お
よ
び
二
〇
一
四
年
地
方
自
治
法
改
正
を
受
け
て
―
」
法
政
論
叢
五
二
巻
一
号
四
三
―
六
六
頁
参
照
。

（
86
）　
前
掲
注（
84
）、
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
「
大
都
市
制
度
の
改
革
及
び
基
礎
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
関
す
る
答
申
」
一
頁
。

（
87
）　
二
〇
一
四
年
地
方
自
治
法
改
正
は
、
大
都
市
制
度
改
革
を
目
的
と
し
、
行
政
区
の
事
務
拡
大
や
都
道
府
県
と
指
定
都
市
の
連
携
等
を
掲
げ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
88
）　
特
例
市
制
度
の
廃
止
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
旧
来
の
特
例
市
は
施
行
時
特
例
市
と
し
て
従
前
の
大
都
市

特
例
を
維
持
し
て
い
る
）。


